
【
利
用
の
方
法
】

　

事
前
登
録
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
、
ス
マ
ホ
か
ら
A
p
p
l
e 

I
D
も
し
く
は
G
o
o
g
l
e
ア

カ
ウ
ン
ト
で
サ
イ
ン
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
。
決
済
方
法
と
し
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
情
報
を
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

　

 

登
録
が
で
き
た
ら
、バ
ス
に
乗

る
と
き
と
降
り
る
と
き
に
、
車
内

に
設
置
さ
れ
た
Ｎ
Ｆ
Ｃ
タ
グ
に
ス

マ
ホ
を
か
ざ
す
か
、
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
そ

の
他
の
個
人
情
報
の
入
力
は
不

要
で
す
。

※
通
勤
・
通
学
定
期
券
は
ア
カ
ウ

ン
ト
登
録
に
加
え
、
全
但
バ
ス

の
営
業
所
等
で
デ
ジ
タ
ル
定
期

券
へ
の
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

通
勤
・
通
学
定
期
券
を
お
持
ち

の
方
で
、
今
回
の
実
証
実
験
に

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
全
但

バ
ス
の
営
業
所

で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

「
出
石
食
べ
歩
き
」往
復
デ
ジ
タ
ル

乗
車
券
の
販
売

　
往
復
バ
ス
乗
車
券
付
出
石
食
べ

歩
き
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
豊
岡
出
石
線
の
豊

岡
駅
〜
出
石
間
の
往
復
バ
ス
乗
車

券
と
、
城
下
町
出
石
の
飲
食
店
な

ど
で
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
た
お
得
な
商
品
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
上
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
価
格　
大
人
１
６
０
０
円

（
税
込
）、
小
人（
小
学
生
ま
で
）

1
0
0
0
円（
税
込
）

　
実
証
実
験
の
詳
細
は
、
全
但
バ

ス
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課

　
☎
23
－
１
７
１
２

▲乗降時にスマホをかざしてキャッシュレス決済

実証期間中に対象区間の路線で
デジタル定期またはスマホタッチ支払いを利用した方に利用者特典をプレゼント

◆通学定期券をデジタル定期券へ登録し、デジタル定期券を利用した学生を対象に利用回数に応
じAmazonギフトカードを最大2,000円分プレゼント

◆通勤定期券をデジタル定期券へ登録し、デジタル定期券を利用した方、もしくは、スマホタッ
チ支払いを利用した方の中から抽選で５人に全但高速バス無料券（城崎温泉ー大阪線 片道通常
料金１人分）をプレゼント

ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
だ
け
で
バ
ス
運
賃
を
自
動
計
算
・
支
払
い
が
で
き
る

「
但
馬
ス
マ
ホ
タ
ッ
チ
支
払
い
」実
証
実
験
中

　
効
率
性
と
利
便
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
バ
ス
路
線
の
再
編
・
再

構
築
に
向
け
た
情
報
を
得
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
環
境
の
実

装
に
向
け
て
課
題
を
洗
い
出
す
た
め
、
本
市
は
３
社〔
全
但
バ
ス
㈱
、（
一

社
）豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
〕と
の
※
共
創
に
よ
り
、

ス
マ
ホ
１
つ
で
ス
ム
ー
ズ
な
路
線
バ
ス
の
乗
降
車
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
バ

ス
運
賃
の
支
払
い
、
通
学
・
通
勤
定
期
券
と
乗
車
券
付
き
ク
ー
ポ
ン
の

デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。
実
証
実
験
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
共
創
…
多
様
な
立
場
の
関
係
者
が
対
話
し
な
が
ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と

2024年
２月14日（水）

まで

　距離別・定額運賃精算
　　◇市街地循環バス「コバス」
　　◇豊岡出石線、奥藤線
　　◇玄武洞公園直通バス「ちょい観光バス」

　通勤・通学定期
　　◇豊岡出石線、奥藤線

【対象区間】

▲事前登録
サイト

▲全但バス
㈱
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クローズアップ豊岡



　本市では、職場、家庭、地域、学校などを含めたまち全体のジェンダーギャップ（社会的・文化
的な男女格差）の解消に向けた取組みを進めています。皆さんの無意識の偏見、思い込みの存在に
気付いてもらうため、マンガを連載します。　　　　　 ※連載は不定期、第１弾は2021年度に連載
――――――――  第３話　男性の育児に対する世代間ギャップ ――――――――

平日の昼間に子どもと一緒に出掛ける父親を見た女性は…。

★平日の昼間に子どもと一緒にいる父親を見て「仕事は休み？」「男の人が育児をすると偉い」と感
じた女性ですが、子どもと一緒にいるのが母親だったらどう感じたでしょう？

★家族の姿も変わり、若い世代は共働きで家事・育児も分担する傾向が高くなっています。「夫は
外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方をどう思いますか？

【作者紹介】かんべ みのり　日本で唯一のＭＢＡ（経営学修士）マンガ家として執筆業をメインに活動中。

《問合せ》ジェンダーギャップ
　対策室☎ 21-9004

第２弾 <８回シリーズ>

マンガで考えよう! ジェンダーギャップ

7　 広報とよおか 2023年12月号

市
政
ニ
ュ
ー
ス

4

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2〜3

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

5〜16

く
ら
し
の
情
報

17〜22

つ
ど
い
の
広
場

23

保
健
行
事

24〜25

図
書
館
・

主
な
相
談

26〜27

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

5〜16




